
人口と世帯（平成23年7月1日現在）1,704世帯（6） 　男2,503人（-2） 女 2,690人（0） 計 5,193人（-2）
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今 

月 

の 

紙 

面

平成23年（2011）

No .672

ほたか 1,500mフェスティバル

我が家の自慢料理・方言 8

おしらせ（空家・賃貸・売家情報募集 他） 9～14

ニュース（上毛高原から直通バス） 2～ 5

　武尊高原のすがすがしい天候の中、地元花咲アルプ

ホルンクラブの演奏に聴き入るお客様。

詳細は２ページ

　　　　　　　（撮影：６月１９日 武尊牧場三合平）
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萩
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教育・生涯学習 6 ～ 7

おしどり夫婦・窓口から 16

さ　

な

　

こ
の
度
、
群
馬
県
で
は
県
下
全

て
の
保
育
所
及
び
私
立
幼
稚
園

（
園
庭
）
に
お
け
る
空
間
放
射
線

量
を
測
定
し
、
公
表
す
る
事
と
な

り
ま
し
た
。
片
品
村
で
は
平
成
23

年
６
月
16
日
（
木
）
に
県
職
員
２

名
に
よ
り
測
定
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
各
保
育
所
の
測
定
値
に
つ
い

て
は
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
遊
べ

る
範
囲
の
数
値
で
し
た
。

　

正
式
な
測
定
値
の
発
表
に
つ
き

ま
し
て
は
、
６
月
末
か
ら
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
示
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課
）

村
内
保
育
所
（
園
庭
）
の
空
間

放
射
量
を
測
定
し
ま
し
た

保育士立ち会いで行われた測定

いたずらわんぱく 15

ゆ
い
か
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広
 報
   「
 か
 た
 し
 な
 」   は

 尾
 瀬
 の
 木
 道
 を
 材
 料
 に
 し
 た
  エ
 コ
 ペ
 ー
 パ
 ー
 を
 使
 用
 し
 て
 い
 ま
 す
 。   　

　
印
 刷
 所
 ／
  笠
 原
 印
 刷
 ㈲
  　
　
デ
ザ
イ
ン
／
  ㈲
 尾
 瀬
 生
 活

ミ
　
ニ
　
情
　
報

午
前　

8
時
30
分
〜
12
時
00
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び
収

納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

窓   

口   

か   

ら

平
成
23
年
５
月 

20 

日 

〜

　
　
　
　
平
成
23
年
６
月
19
日

お

く

や

み

７
／
10
頃
〜
尾
瀬
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

　
　
　
　
　
開
花

７
／
９　
越
本
祇
園
祭

７
／
16　
東
小
川
夏
祭

７
／
17　
花
咲
祇
園
祭 

７
／
23　
笠
科
神
社
夏
祭

７
／
30　
戸
倉
天
王
祭

７
／
31　
武
尊
神
社
夏
祭

７
／
31　
尾
瀬
戸
倉
温
泉

　
　
　
　
納
涼
花
火
大
会

８
／
６
・
７

　
　
　
蕨
市
機
ま
つ
り
祭
特
産
品
販
売

８
／
７

　
　
　
川
口
た
た
ら
祭
特
産
品
販
売

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

◉ 若いころの思い出
　戦後の復興時期で米もなかなか口にできない
厳しい生活をしていた。
　健さんは東京へ出稼ぎに行き、キヨさんが家
庭を守るという時期がしばらく続いた。

群馬デスティネーションキャンペーン

休日の病院（緊急時）７月 ８月

納期は8月1日 (月 ) です
■ 口座振替の方は事前に残高確認を！

今月の
納期は

国民健康保険税

１６日（土）国立沼田病院
１７日（日）沼田脳神経外科
１８日（祝）利根中央病院
２３日（土）月夜野病院
２４日（日）利根中央病院
３０日（土）利根中央病院
３１日（日）沼田脳神経外科

　６日（土）沼田脳神経外科
　７日（日）国立沼田病院
１３日（土）内田病院
１４日（日）利根中央病院

第１期

お

め

で

た

おしどり夫婦　『今も仲睦まじく』
冨澤　健さん (82)・キヨさん (80)　ご結婚されて57年　お住まい（鎌田）
39歳・38歳当時　（昭和43年） 現在

◉ 今の時代に思うこと
　片品の空気・水が生活をしていくのには最高
だと感じていた。この環境を後世に残してもら
いたい。
　今は老後の生活を楽しく過ごしています。　
《冬はすこし寒いけどね！》

７月～９月

上 下 水 道 料 第２期
固 定 資 産 税 第２期



02

ニュース

広 報 か た し な        H23 . 7

１
５
０
０
ｍ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

ニュース

03 広 報 か た し な        H23 .7

特設ゲレンデでパン食い競争

鮮やかな色に咲いたレンゲツツジ

平
成
23
年
度
利
根
沼
田
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

三
山
で
山
開
き

　

６
月
19
日
（
日
）
武
尊
１
５
０

０
ｍ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
武
尊
牧

場
三
合
平
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

 　

今
年
で
第
24
回
を
迎
え
た
こ
の

お
祭
り
は
、
武
尊
牧
場
の
レ
ン
ゲ

ツ
ツ
ジ
が
見
ご
ろ
を
迎
え
る
時
期

に
行
わ
れ
ま
す
。

　

会
場
で
は『
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
』

『
尾
瀬
高
校
吹
奏
楽
部
』、『
花
咲

ア
ル
プ
ホ
ル
ン
』、『
津
軽
三
味
線
』

『
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
Ｋ

Ｍ
Ｃ
』の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
百
名
山
に
数
え
ら
れ
て
い

る
武
尊
山
（
６
月
17
日
）、
日
光

白
根
山（
６
月
20
日
）、至
仏
山（
７

月
１
日
）
の
山
開
き
が
そ
れ
ぞ
れ

の
登
山
口
で
行
わ
れ
、
地
元
の
観

光
産
業
の
発
展
と
登
山
者
及
び
関

係
者
の
安
全
を
願
う
催
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏

山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
登

山
の
際
は
事
前
に
し
っ
か
り
と
し

た
計
画
を
立
て
、
安
全
で
楽
し
い

登
山
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

代表者によるテープカット

参加者登り染めをする

上
毛
高
原
駅
か
ら
武
尊
花
咲
直
通
路
線
バ
ス
が
運
行

　

６
月
５
日（
日
）沼
田
公
園
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
、
消
防
団
員
の
機

械
器
具
の
取
扱
い
と
操
作
技
術
の

向
上
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
第
六
分
団
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の

部
に
第
七
分
団
が
出
場
、
４
月
下

旬
か
ら
東
消
防
署
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
毎
晩
練
習
を
重
ね
大
会
に

臨
み
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
両
分
団
と
も
に
お
し

く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
が
素
晴

ら
し
い
繰
法
を
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。

出
場
分
団
の
選
手
・
役
員
の
皆
さ

ん
長
期
に
わ
た
り
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　

ま
た
、
激
励
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
の
心
強
い
ご
声

援
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部（
第
六
分
団
）

　

指
揮
者　

吉　

野　

俊　

秀

　

１
番
員　

鏑　

木　
　
　

誠

　

２
番
員　

萩　

原　

純　

平

　

３
番
員　

星　

野　

貴　

允

　

６
月
８
日（
水
）サ
エ
ラ
Ｃ
Ｃ
尾

瀬
に
於
い
て
、
標
記
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し

た
。　　
　
　
　
　

　

各
区
選
手
・
一
般
参
加
者
を
含

め
総
勢
１
１
２
名
が
和
気
あ
い
あ

い
の
中
に
も
真
剣
な
プ
レ
ー
で
終

日
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

★
村
民
ゴ
ル
フ　

　

優　

勝　

入
澤
登
喜
夫（
５
区
）

　

準
優
勝　

星　
　

十
一（
４
区
）

　

第
３
位　

梅
澤　

吉
朗（
６
区
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　

梅
澤　

吉
朗（
69
）

★
区
対
抗
ゴ
ル
フ

　

優　

勝　

第
６
区

　

準
優
勝　

第
１
区

　

第
３
位　

第
５
区

　

各
区
選
手
役
員
の
皆
さ
ん
、
終

日
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

９
月
末
ま
で
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ

各
社
と
群
馬
県
の
共
同
観
光
事
業

「
群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
群
馬
Ｄ
Ｃ
）」
に

合
わ
せ
、Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て
訪
れ

る
観
光
客
の
交
通
手
段
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、
駅
か
ら
の
路
線
バ

ス
が
組
ま
れ
て
い
な
い
花
咲
地
区

へ
期
間
限
定
路
線
バ
ス
が
運
行
さ

れ
て
い
ま
す
。　

　

期
間
は
６
月
18
日
か
ら
９
月
25

日
ま
で（
実
77
日
間
）で
、
上
毛
高

　

恒
例
に
な
っ
た
巨
大
な
雪
山
で

ソ
リ
乗
り
ゲ
レ
ン
デ
を
作
り
パ
ン

食
い
競
争
・
宝
探
し
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
も
開
花
が
始
ま

り
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
も

ゆ
っ
く
り
ご
観
賞
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

一
日
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
武
尊

牧
場
は
一
日
た
く
さ
ん
の
お
客
様

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
ご
苦
労

様
で
し
た
。

参
加
者
登
り
染
め
を
す
る

原
駅
・
後
閑
駅
と
武
尊
牧
場
・
花

咲
の
湯
間
を
１
日
３
往
復
し
ま

す
。

▼
運
賃　

大
人
片
道
１
８
０
０

円
、往
復
３
０
０
０
円（
小
学
生
半

額
）

▼
往
復
券　

有
効
期
間
３
日
間

詳
し
く
は
関
越
交
通
沼
田
営
業
所

☎（
２
３
）１
１
１
１
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

武
尊
牧
場
ま
で
の
直
通
バ
ス

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部（
第
七
分
団
）

　

指
揮
者　

小　

川　
　
　

猛

　

１
番
員　

萩　

原　

恵　

悟

　

２
番
員　

萩　

原　

大　

介

　

３
番
員　

萩　

原　

辰　

則

　

４
番
員　

萩　

原　

伸　

悟
第七分団 第六分団

第
58
回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
兼

第
17
回
区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

尾
瀬
の
日
記
念
「
尾
瀬
ハ
イ
キ
ン
グ
」
参
加
者
募
集

　

尾
瀬
の
郷
片
品
村
は
、
貴
重
な

尾
瀬
の
自
然
を
、
将
来
に
わ
た
り

こ
れ
を
守
り
後
世
に
伝
え
、
恵
ま

れ
た
自
然
を
い
つ
く
し
み
感
謝
す

る
日
と
し
て
８
月
30
日
を
片
品
村

で
は
尾
瀬
の
日
と
定
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
、
多
く
の
皆
様

に
尾
瀬
の
自
然
に
触
れ
、
学
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
ハ
イ
キ
ン
グ
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
内
容

　

鳩
待
峠
か
ら
い
く
つ
か
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド

と
一
緒
に
自
然
観
察
を
し
な
が
ら

歩
き
ま
す
。

▼
対
象

　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
必
ず

保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
）

▼
期
日

　

平
成
22
年
８
月
20
日（
土
）

▼
集
合

　

午
前
７
時　

文
化
セ
ン
タ
ー

　

Ａ
コ
ー
ス　

鳩
待‐

竜
宮

　

Ｂ
コ
ー
ス　

鳩
待‐

ア
ヤ
メ
平

　

Ｃ
コ
ー
ス　

鳩
待‐

至
仏
山

▼
費
用　

２
，０
０
０
円

　

高
校
生
以
下
１
，０
０
０
円

▼
定
員　

50
名
程
度

▼
申
込　

８
月
１
日
（
月
）
ま
で

に
、
む
ら
づ
く
り
観
光
課
に
電
話

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

☎（
５
８
）２
１
１
２

富士見田代から望む燧ケ岳
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ニュースニュース

05 広 報 か た し な        H23 .7 広 報 か た し な        H23 .7

６
月
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

農
業
委
員
の
み
な
さ
ん
３
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
は
、
５
月
10
日
に
告
示
さ
れ
、
立
候
補
者
16
人（
選
挙
定

数
16
人
）が
無
投
票
で
当
選
し
、15
日
に
当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、議
会
か
ら
学
識
経
験
者
と
し
て
２
名
、農
業
協
同
組
合
か
ら
１
名
が
推
薦

さ
れ
、19
名
の
新
し
い
農
業
委
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

片
品
村
の
農
業
発
展
の
た
め
、今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

去
る
６
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で

の
８
日
間
、
６
月
定
例
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。条
例
の
制
定
、一

部
改
正
、
23
年
度
補
正
予
算
な
ど

の
重
要
な
議
案
が
審
議
さ
れ
、
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
条
例
関
係

・
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
の

月
額
を
平
成
23
年
４
月
30
日
か
ら

平
成
24
年
４
月
30
日
ま
で
の
間
、

議
長　
　
　
　
　

　

２
２
３
，０
０
０
円　

副
議
長

　

１
８
０
，０
０
０
円

常
任
委
員
長

　

１
７
１
，０
０
０
円

議
会
運
営
委
員
長

　

１
７
１
，０
０
０
円

議
員

　

１
６
２
，０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

・
片
品
村
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
住
民
税
及
び
固
定
資
産
税
に

　３年間頑張りますの
で、よろしくお願いしま
す。

戸丸　久男
（栗生）

とまる　ひさお

　村の農業発展に少しで
も役立つよう頑張りま
す。

大竹　博
（阿村）

おおたけ　ひろし

　大変重要な仕事です
が、中山間地農業の振興
に三ケ年一生懸命に取り
組みます。

後藤　眞平
（上而）

ごとう　しんぺい

　農地の保全に努力した
いと思います。

星野　政夫
（下小川）

ほしの　まさお

　地区の農業委員として
村が発展する為に三年間
頑張ります。

戸丸　節夫
（栃久保）

とまる　せつお

　山村農業の６次産業化
推進の為、微力ながら努
力したいと思います。

千明　佑吉
（下平）

ちぎら　ゆうきち

　三年間、地域の為に一
生懸命職務に励みます。

星野　明
（摺渕）

ほしの　あきら

　農業委員として地元の
相談に応えられるように
三年間頑張りたいと思い
ます。

星野　伸夫
（鍛治屋）

ほしの　のぶお

　二度目、大役ですが、
また一から勉強して、皆
様と共に三年間頑張りた
いと思います。

星野　一郎
（須賀川）

ほしの　いちろう

　二期目になりますが、
一期目の経験を生かし努
力したいと思います。

須藤　長明
（鎌田）

すとう　たけあき

　３年間頑張りますので
宜しくお願いします。

星野　良昭
（御座入）

ほしの　よしあき

　３年間委員としての職
務を遂行したい。

戸丸　正美
（菅沼）

とまる　まさよし

　片品村の農業の現状を
確認する。

宮田　康弘
（穴沢）

みやた　やすひろ

　地域の活性化に向かっ
て業務を実施して行きた
いと思います。

鏑木　文明
（新井）

かぶらぎふみあき

　片品の農業発展の為に
頑張らせていただきたい
と思います。

吉野　勝夫
（閑野）

よしの　かつお

　片品農政の発展に対し
微力ながら貢献したいと
思います。

萩原　文和
（戸倉）

はぎわらふみかず

会　

長

会
長
職
務
代
理

　しっかりと勉強して皆
様の役に立てるよう頑張
ります。

星野　すみ子
（登戸）

ほしの　すみこ

　女性農業者として片品
の農業が少しでも良くな
るように努力したいと思
います。

金子　紀惠子
（下小川）

かねこ　きえこ

　微力ですが、女性の視
点から地域農の発展につ
ながる活動を目指し、努
力したい。

須藤　ちゑ子
（鎌田）

すとう　ちえこ

農
協
推
薦

議
会
推
薦

議
会
推
薦

係
る
税
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

・
片
品
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
法
等
の
改
正
に

伴
い
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
に

つ
い
て
、
平
成
21
年
10
月
か
ら
平

成
23
年
３
月
ま
で
の
間
、
暫
定
的

に
引
き
上
げ
た
支
給
額
に
つ
い

て
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
恒
久
化

す
る
こ
と
に
よ
る
一
部
改
正
で

す
。

・
片
品
村
下
水
道
条
例
の
一
部
改

正
　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
試
験
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

合
格
者
に
交
付
さ
れ
る
下
水
道
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
免
状
が

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
証
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

一
部
改
正
で
す
。

◎
補
正
予
算

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
の
補

正
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
一
般
会
計（
第
３
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
、
４
千
７

１
９
万
６
千
円
を
追
加
し
て
総
額

を
34
億
５
，
６
７
１
万
７
千
円
に

し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、地
方
交
付
税
を
４
，

３
５
０
万
円
、
国
庫
支
出
金
を
２

０
０
万
円
、
県
支
出
金
を
１
６
９

万
６
千
円
、
そ
れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ

ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
の
庁
舎
北

側
玄
関
ス
ロ
ー
プ
新
設
工
事
及
び

Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
灯
購
入
費
等
を
６
７

４
万
１
千
円
、
村
た
ば
こ
税
交
付

金
を
１
８
１
万
円
、
衛
生
費
の
寄

居
山
温
泉
セ
ン
タ
ー
改
修
費
を

３
，３
８
０
万
円
、な
ど
が
増
額
さ

れ
ま
し
た
。

◎
一
般
質
問

　

４
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

・
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者

の
支
援
等
の
対
応
に
つ
い
て

・
国
道
１
２
０
号
線
椎
坂
ト
ン
ネ

ル
開
通
後
の
対
応
に
つ
い
て

（
星
野
栄
二
議
員
）

・
村
の
耐
震
・
防
災
施
策
と
計
画

に
つ
い
て

（
戸
丸
廣
安
議
員
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備

に
つ
い
て

・
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

・
教
育
振
興
対
策
に
つ
い
て

（
星
野
育
雄
議
員
）

・
Ｉ
タ
ー
ン
対
策
の
推
進
に
つ
い

て

（
星
野
精
一
議
員
）

◎
そ
の
他

・
報
告
事
項

　

平
成
22
年
度
か
ら
23
年
度
に
明

許
繰
越
し
た
、
庁
舎
多
目
的
ト
イ

レ
整
備
事
業
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
難
視
聴
解
消
事
業
、
土
出
公
民

館
整
備
事
業
、村
道
整
備
事
業
、公

園
整
備
事
業
、
片
品
中
学
校
安
全

対
策
施
設
整
備
事
業
、
片
品
中
学

校
公
用
車
更
新
事
業
の
７
事
業
、

総
額
２
億
２
，
６
８
０
万
８
千
円

の「
繰
越
計
算
書
」が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

・
片
品
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
　

星
美
弥
子
氏（
東
小
川
）

　

井
上
隆
至
氏（
幡
谷
）

を
片
品
村
教
育
委
員
会
委
員
に
任

命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

・
片
品
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

　

千
明
好
次
氏（
東
小
川
）

　

萩
原
照
夫
氏（
戸
倉
）

を
片
品
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。
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広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
三
年
六
月
俳
句
会

教育委員会　８月の諸行事

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?

＊午後１時 30分～５時 30分開室
＊土、日　　はお休みです

図 書 室 カレンダー  ８月

　新青森駅から鹿児島中央駅まで、新幹線を乗り継ぐ旅の物語。
太平洋から日本列島をながめてできる立体的な鳥瞰図。仙台湾
から見る日本海、月山、相馬。相模湾から見る日光白根山。景
色ばかりか、新幹線の乗客たちも魅力的です。

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

月 火 水 木 金 土日

～はやぶさ・のぞみ・さくらで日本縦断～

☆生涯学習・社会体育関係
・区対抗野球
・ｳﾞｧｲｵﾘﾝ･ﾚｯｽﾝ･ｺﾝｻｰﾄ
・かたしな子どもｷｬﾝﾌﾟ
・村民ソフトテニス大会

☆学校関係
・村内小学校泳力記録会
・行事をもたない週
　（家庭の日）
・第 2学期始業式

◇片小 
・PTA役員会議②
・夏休み作品展（9/2 まで）
・校内泳力記録会（低学年）
・校内泳力記録会（中学年）
　「夏休みのたより」などをもとに、交通事故
や水の事故、不審者には気をつけて、規則正
しい生活が送れることを願っております。

◇北小            
・PTA本部役員会④　　　　　　
　北地区合同運動会会議
・校内水泳記録会
　校内水泳記録会では、子どもたちが練習の
成果を力一杯発揮しますので、ご声援をよろ
しくお願いします。

◇南小
・南小・３区運動会合同会議
・プール納め
　夏季休業中は、家族の一員としての自覚、
将来の社会生活へ順応のため、子どもたちに
決まった仕事を任せていただければと思いま
す。

◇武尊根小
・武尊根ナイトフェスティバル
・運動会役員合同会議
・校内水泳記録会
　12 回目となるナイトフェスティバルは、
PTA 主催で健全育成を目的として行われま
す。様々な昔の遊びやキャンプファイヤー、
バーベキューなどが用意され、子どもたちは
大変楽しみにしています。今回は、15 年前に
卒業生が埋めたタイムカプセルも掘り起こさ
れます。

◇片中
・郡市少年の主張大会
　２学期も様々な行事があります。引き続き、
地域の方々のご協力をお願いいたします。

健
全
育
成
行
事

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

避
難
者
の
留
守
託
さ
れ
し
軒
つ
ば
め

囀
り
や
面
影
辿
る
同
窓
会

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

朝
摘
み
の
た
ら
の
芽
揚
げ
て
道
の
駅

蕗
の
香
の
残
る
指
先
仕
舞
風
呂

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

園
児
ら
の
唄
声
通
る
花
り
ん
ご

暮
な
ず
む
代
田
に
影
の
揚
雲
雀

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

あ
や
め
咲
く
畦
に
流
車
や
津
波
跡

関
東
道
下
野
あ
た
り
麦
の
秋

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

収
ま
ら
ぬ
原
発
憂
ふ
梅
雨
の
雷

渓
深
き
瀞
に
散
ら
せ
り
朴
の
花

　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原
キ
ヨ
子

サ
ツ
マ
苗
息
絶
え
だ
え
に
新
芽
出
し

鎌
を
研
ぎ
芝
の
切
れ
味
パ
リ
パ
リ
と

　
　
　
　
　

鎌　

田　

寺
岡　

貞
子

バ
ス
の
窓
薫
る
風
あ
り
花
水
木

つ
つ
じ
燃
ゆ
若
き
二
人
の
見
え
か
く
れ

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

上
棟
や
神
事
投
げ
餅
風
光
る

手
作
り
の
ホ
ル
ン
神
呼
ぶ
牧
び
ら
き

片
品
南
小　
高
橋
暁
美

　
６
月
４
日
に
、健
全
育
成
行
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
行
事

は
、
毎
年
行
わ
れ
、
様
々
な
活
動

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
が
地
域

の
方
々
と
交
流
す
る
大
切
な
行

事
で
す
。

　
午
前
中
は
「
地
区
美
化
活
動
」

と
し
て
、針
山
・
栗
生
・
ペ
ン
シ
ョ

ン
・
登
戸
・
栃
久
保
・
鍛
冶
屋
・

山
崎
の
７
班
に
分
か
れ
、ご
み
拾

い
を
し
ま
し
た
。役
員
さ
ん
を
中

心
に
し
て
、保
護
者
・
児
童
・
学

校
職
員
で
、き
れ
い
な
花
咲
に
し

よ
う
と
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し

た
。あ
っ
と
い
う
間
に
空
き
缶
や

投
げ
捨
て
ら
れ
た
ご
み
な
ど
が

集
め
ら
れ
ま
し
た
。一
人
で
は
と

て
も
大
変
で
す
が
、た
く
さ
ん
の

力
が
集
結
す
る
と
大
き
な
大
き

な
力
に
な
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。

　
ご
み
拾
い
の
後
は
学
校
に
集

ま
り
、「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」を
楽
し

み
ま
し
た
。お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
た
ち
が
手
際
よ
く
準
備
し
て

く
れ
、肉
や
野
菜
を
み
ん
な
で
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。た
く

さ
ん
ご
み
拾
い
を
し
た
後
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
、格
別
だ
っ
た

よ
う
で
、子
ど
も
た
ち
は
夢
中
に

な
っ
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
三
世
代
交
流
の「
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。子
ど
も
・
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
・
お
じ
い
さ
ん
、お
ば

あ
さ
ん
の
三
世
代
が
一
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
な
っ
て
、十
五
の
チ
ー

ム
が
競
い
合
い
ま
し
た
。八
の

コ
ー
ス
を
回
り
ま
し
た
が
、グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
に
慣
れ
な
い
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、構
え
方
や
打

ち
方
、力
の
加
減
の
仕
方
な
ど
を

お
じ
い
さ
ん
、お
ば
あ
さ
ん
た
ち

が
優
し
く
教
え
て
い
る
場
面
を

た
く
さ
ん
見
ま
し
た
。お
じ
い
さ

ん
、お
ば
あ
さ
ん
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
腕
前
は
す
ば
ら
し
く
、子

ど
も
た
ち
は
、素
直
に
話
を
聞
い

て
競
技
し
て
い
ま
し
た
。子
ど

も
、
親
、
祖
父
母
の
心
温
ま
る
交

流
が
見
ら
れ
、大
変
ほ
ほ
え
ま
し

く
感
じ
ま
し
た
。

　
地
域
と
の
交
流
や
、三
世
代
の

交
流
が
だ
ん
だ
ん
薄
ら
い
で
い

く
世
の
中
で
す
が
、三
つ
の
活
動

を
通
し
て
、
片
品
南
小
区
で
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
し
っ
か

り
つ
な
が
り
合
っ
て
い
る
様
子

が
よ
く
分
か
り
、す
ば
ら
し
い
と

こ
ろ
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
た
め
に
、準
備
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
り
、気
を
配
っ
て
く

だ
さ
っ
た
り
し
た
役
員
の
方
々

の
お
陰
で
一
つ
に
ま
と
ま
る
こ

と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。そ
れ
ぞ
れ
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
た

一
日
で
し
た
。

ごみ拾いの後のバーベキュー

新幹線のたび

１日（月）～
９日（火）

18日（木）･19 日（金）
28日（日）

2日（火）

　　　　　　　　　　11日（木）～ 17日（水）
25日（木）

26日（金）
29日（月）
30日（火）
31日（水）

          

26 日（金）
30日（火）

24日（水）
26日（金）

7日（日）
19日（金）
26日（金）

26日（金）

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

雪
渓
に
夕
日
の
落
ち
て
那
須
泊
ま
り

絵
馬
堂
に
人
の
姿
や
花
明
り

　
　
　
　
　

摺　

渕　

星
野　

カ
ツ

村
長
の
決
断
さ
わ
や
か
慈
悲
の
御
手

山
里
の
た
つ
き
の
庭
に
蕗
香
る

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

康
一

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
映
え
靖
国
に
春
立
ち
ぬ

被
災
児
の
夏
百
選
の
水
を
汲
む

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

歌
子

芽
吹
山
ひ
と
雨
ご
と
に
大
き
く
な
り

花
明
か
り
そ
っ
と
ひ
と
と
き
老
い
忘
れ

　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

平
凡
な
日
日
あ
り
が
た
し
草
を
引
く

生
き
て
い
る
幸
せ
空
は
爽
や
か
に

銘
句
鑑
賞

伏
流
の
こ
こ
に
湧
き
出
て
水
芭
蕉

　

福
田
蓼
汀
（
ふ
く
だ
り
ょ
う
て
い
）

昭
和
四
十
一
年　

初
夏
の
尾
瀬

竜
宮
小
屋
の
手
前　

清
冽
な
「
伏
流
」

が
溢
れ　

湧
き
た
つ
所
を
描
写

（
伏
流
と
は
河
川
や
清
水
が
地
中
に
も

ぐ
っ
て
流
れ
る
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
（
参
考　

角
川
歳
時
記
）

ブライアン通信

My Favorite 
Month Is July!

お気に入りの月は７月！

Hello, everyone! Are you enjoying 
the beautiful summer weather? This time of the year is 
a little difficult for me. Every night I turn on the fan in 
my room and try to stay cool, but I still feel so hot! And 
I have to be careful when I go outside. If I don’ t put on 
lots of sunscreen I’ ll get a bad sunburn!  I don’ t think 
I could survive if I lived in Isesaki or Maebashi. Although 
I am really bad with hot weather, July is my favorite 
month.  Do you know why?  Because my birthday is in 
July!  I can’ t believe I am going to turn 26 years old!  
Please enjoy the nice weather and have a safe July!

　皆さん、こんにちは！夏のきれいな天気を楽しんでいます
か？私にとっては、この時期はちょっと辛いです。涼しく過
ごそうとして毎晩部屋にある扇風機をつけているのに、まだ
まだ暑いです。それに、外に出る時に、日焼け止めクリーム
をたくさん塗っておかないとひどく日焼けしてしまいます。
伊勢崎や前橋に住んでいるとしたら、生き残れないのではな
いかと思います。しかし、完全な暑がりだとはいえ、お気に
入りの月は７月です。それはなぜかわかりますか？私の誕生
日は７月だからです。２６歳になるのが本当に信じられませ
ん。このいい天気を楽しみながら、安全な７月を！ 
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ミルフィーユ春巻 花咲　藤井　栄子　さん

～片品産野菜使用の簡単料理～

お
お
く
ま
・
お
お
く
ま
と
ん
ぼ

わ
た
ま
し

　
「
お
に
や
ん
ま
」
の
こ
と
を
「
お
お
く
ま
・
お
お
く
ま
と
ん
ぼ
」
と
い

い
ま
す
。

　
日
本
最
大
の
ト
ン
ボ
で
体
長
は
10
Ｃ
ｍ
ほ
ど
、
大
き
な
目
、
ま
る
で

凶
器
の
よ
う
な
鋭
い
口
、
黒
地
に
黄
色
の
縞
の
派
手
な
色
、
精
悍
な
姿

形
は
ト
ン
ボ
の
王
者
と
し
て
品
格
す
ら
感
じ
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
群
れ

を
成
す
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、
唯
我
独
尊
悠
然
と
し
て
い
ま
す
。「
お
に

や
ん
ま
」の
語
源
は「
鬼
蜻
蛉（
お
に
や
ん
ま
）」で
、「
鬼
」の
よ
う
な「
蜻

蛉
」
か
ら
で
し
ょ
う
。
確
か
に
似
て
い
て
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
「
お
お
く
ま・お
お
く
ま
と
ん
ぼ
」
は
、「
大
熊・大
熊
蜻
蛉
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
大
き
い
熊
の
よ
う
な
」「
と
ん
ぼ
」で
す
。「
鬼
」

に
し
て
も
「
大
熊
」
に
し
て
も
、
す
ご
い
名
前
を
つ
け
た
も
の
で
す
ね
。

　
川
沿
い
に
ゆ
っ
た
り
と
飛
来
す
る
「
大
熊
蜻
蛉
」
夏
の
風
物
詩
の
光

景
で
す
。
尚
、
目
に
大
き
な
隈
が
有
る
か
ら
「
大
隈
」
と
い
う
説
も
あ

り
ま
す
。
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
、「
お
お
く
ま
」
が
飛
来
す
る
。
何
か
長

閑
な
気
持
ち
で
す
。
因
み
に
蜻
蛉
の
幼
虫
、「
や
ご
」
の
こ
と
を
「
お
に

い
ち
」
と
い
い
ま
す
。

我が家の自慢料理

作り方材料（8本分）

○1本分の栄養価　エネルギー：216Kcal　　たんぱく質：6.7ｇ　　脂　質：15.0　ｇ　　　食塩：1.1ｇ

○効能

　
「
わ
た
ま
し
」
と
は
、「
住
宅
の
新
築
祝
」
の
こ
と
で
す
。

　
方
言
で
も
、
何
と
な
く
理
解
で
き
る
も
の
と
、
全
く
理
解
で
き
な
い

も
の
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
「
わ
た
ま
し
」
は
そ
の
中
間
で
、
判
る

よ
う
で
判
り
に
く
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
語
源
は
「
新
築
祝
」
と
い

う
か
ら
、
縁
起
も
い
い
し
「
綿
増
し
」
か
な
？
と
も
思
い
ま
し
た
が
ま
っ

た
く
違
い
ま
し
た
。「
わ
た
ま
し
」
漢
字
で
（
渡
座
）
は
、
古
語
で
「
貴

人
を
敬
っ
て
転
居
や
神
輿
の
渡
御
す
る
こ
と
を
い
う
。（
日
本
国
語
大
辞

典
）」
の
だ
そ
う
で
す
。
何
と
語
源
は
古
語
に
あ
っ
た
の
で
す
。
意
味
も

理
解
で
き
ま
す
。「
わ
た
ま
し
」
を
片
品
の
よ
う
に
「
住
宅
の
新
築
祝
」

と
し
て
い
る
地
域
は
福
島
県
、
長
野
県
な
ど
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
品
村
文
化
財
調
査
委
員　
　
大
竹　
将
彦

片

品

村

の

方

言
40

…………………８枚
………………………3個

…………………5枚
……………………１/2個
…………………１/2個
………………２００ｇ

…………………………少々
…………………少々

…………………………少々
…………………少々

　……………………少々

……………適量

○ワンポイント
※春巻の具材は残り物の野菜を細かくして、なんでも代用できます。
　具材だけを先に炒めてから包むと春巻を油で揚げる時に短時間ですみます。

※豚肉はビタミンＢ1を含んでおり、疲労回復や夏バテ解消にいいと言われています。

①なすは縦 8枚くらいにスライスする。

②レンコン、人参、玉ねぎは皮をむき、みじん切りにする。

③豚ひき肉に②と※の【調味料】を混ぜ合わせ、つなぎに小麦粉
　を入れる。

④春巻の皮を広げて、スライスしたなす、③の材料、なす･･･と交
　互に重ね包む。（３段重ねくらい）

⑤水溶き小麦粉で春巻の皮をしっかりとめ、中温の油でゆっくり
　きつね色になるまで揚げる。
　（５～７分程度）

春巻の皮
なす
れんこん
人参
玉ねぎ
豚ひき肉
※【調味料】
塩
こしょう
酒
しょうゆ
小麦粉
【のり用】
水溶き小麦粉

№
327
328
329
330
331
332
333
334
335
336
337
338
339
340
341

住 　　　　所
　
群馬県前橋市
群馬県高崎市
埼玉県川口市
片品村
埼玉県川口市
片品村
埼玉県草加市
　
　
　
東京都調布市
　
　
東京都府中市

氏　　　名

（株）アド・リブ　久永　孝
佐々木　朋子

匿名

和栗　好邦　
タナベ　ジュンイチ
オオタキ　キヨコ
タカギ　レイコ
萱沼　龍
アシザワ　ヒサユキ
タナカ　キクコ

ニホンビクター　マエバシトモノカイ
ムトウ　ヒロシ

郵政スキー大会選手一同
代表　高野 善夫
中井　中友会
会長　山崎 守明

深山会 会長 岡田 克夫

小泉機器工業（株）ゴルフ同好会　
代表　小林 謙三

金 額（円）
419,224 円
50,040 円
33,000 円
75,200 円
17,000 円
10,000 円
300,000 円
10,000 円
50,000 円
10,000 円
20,000 円
100,000 円
10,000 円
10,000 円
30,000 円

№
342
343
344
345
346
347
348
349
350
351
352
353
354
355
356

氏 　　　名
飯田　光
伊豆　美津子
匿名
匿名

（株）アド・リブ　久永　孝
キクチ　マサコ
池田　雅人
匿名
広田　博志
佐々木　朋子
渡辺　正広
蒼友会　小倉

車郷中学３０年度辰巳会
代表　櫻井　孝男
東京都大田区軟式野球連盟・中学部
大田ドリームス事務局　森　雅人

住 　　　　所
千葉県香取郡
神奈川県川崎市
群馬県前橋市
東京都豊島区
神奈川県横浜市
群馬県高崎市
東京都大田区
群馬県前橋市
　
愛知県豊田市
兵庫県神戸市
埼玉県川越市
群馬県高崎市
神奈川県川崎市
東京都千代田区

金 額（円）
10,000 円
20,000 円
3,000 円
50,000 円
10,000 円
35,000 円
125,000 円
116,338 円
30,000 円
100,000 円
50,000 円
5,000 円
16,000 円
10,000 円
19,000 円

「片品村が行う災害支援義援金」状況報告
この度の東日本大震災で被災された方々の受入支援に対し、県内外からたくさんの義援金を頂戴し
ました。
皆様の厚意に感謝申し上げますと共に、被災者の皆様に喜んでいただけるよう有効に活用させてい
ただきます。
大変ありがとうございました。
なお、義援金の内訳は下記のとおりです。 ※敬称は略させていただきます。

(H23.5.16 ～ H23.6.15)

※群馬銀行口座へ振込まれた方の氏名は、一部カタカナで表記されています。

累計 ３2，４０８，６６０円（平成２３年６月１５日現在）

№
208

住 　所
片品村

氏　名
匿名

金 額（円）
100,000 円

№
208

住 　所
片品村

氏　名
星野物産（株）

金 額（円）
100,000 円

※５月号の訂正：９ページ片品村が行う災害支援義援金状況報告

誤 正

平成２３年度  軽自動車税第１期・固定資産税第１期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
軽自動車税 村全体固定 （平成23年6月15日現在）固定資産税 村全体軽自

朝霞市スキー連盟合宿
事務局　瀧澤　裕一
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年
　
金
　
だ
　
よ
　
り

お 

し 

ら 

せ

６
月
１
日
か
ら
職
業
紹
介
事
業
が

は
じ
ま
り
ま
し
た

　

む
ら
づ
く
り
観
光
課
で
は
現
在

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定

所
）
で
行
っ
て
い
る
業
務
と
同
様

に
、
村
内
の
求
人
者
及
び
求
職
者

の
申
込
み
を
受
け
付
け
、
求
人
者

と
求
職
者
と
の
間
に
お
け
る
雇
用

関
係
の
成
立
を
無
料
で
あ
っ
せ
ん

す
る
事
が
で
き
る
様
に
な
り
ま
し

た
。

　

求
人
及
び
求
職
の
方
で
申
込
み

を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
む
ら

づ
く
り
観
光
課
窓
口
に
備
え
付
け

の
様
式
に
ご
記
入
の
上
、
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
提
出
さ
れ
た
求
人
及
び

求
職
情
報
は
窓
口
に
て
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

む
ら
づ
く
り

　

観
光
課（
若
者
雇
用
創
出
室
）

　

☎（
５
８
）２
１
１
２

空
家
・
貸
家
・
売
家
情
報
募
集

　

片
品
村
で
は
Ｉ
タ
ー
ン
者
、Ｕ

タ
ー
ン
者
等
の
定
住
・
長
期
滞
在

　

国
民
年
金
に
は
、所
得
が
少
な
く
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
30
歳
未
満
の
方
に
は
、
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
や
若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請

を
す
る
と
、
本
人
・
配
偶
者
及
び
世

帯
主
（
若
年
者
納
付
猶
予
で
は
世
帯

主
は
除
か
れ
ま
す
）
の
前
年
の
所
得

を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ

れ
る
と
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全

部
ま
た
は
一
部
が
免
除
（
若
年
者
納

付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付
が
猶
予
）

さ
れ
ま
す
。

を
促
進
す
る
た
め
、
村
民
の
皆
様

か
ら
空
家
・
貸
家
・
売
家
等
の
住

居
に
関
す
る
情
報
を
募
集
し
、
村

内
外
に
幅
広
く
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
お
持
ち
の
方

は
お
気
軽
に
む
ら
づ
く
り
観
光
課

若
者
雇
用
創
出
室
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※

Ｉ
タ
ー
ン
者
↓
本
村
出
身
者
で

な
い
者
で
、
本
村
に
転
入
し
定
住

す
る
者
を
い
う
。

※

Ｕ
タ
ー
ン
者
↓
本
村
出
身
者
で

転
出
後
１
年
以
上
経
過
し
た
後
に

転
入
し
、定
住
す
る
者
を
い
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

む
ら
づ
く
り

　

観
光
課（
若
者
雇
用
創
出
室
）

　

☎（
５
８
）２
１
１
２

未
就
職
卒
業
者
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
応
援
し
ま
す

〜
経
済
団
体
と
連
携
し
た

　
　

未
就
職
卒
業
者
支
援
事
業
〜

　

就
職
先
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
卒

業
し
た
方
等
に
対
し
て
、
正
社
員

へ
の
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

▼
内 

容　

県
内
企
業
で
の
有
期
雇

用（
６
ヶ
月
）を
通
じ
て
働
き
な
が

ら
Ｏ
Ｊ
Ｔ（
企
業
実
習
）
や
Ｏ
ｆ
ｆ

―

Ｊ
Ｔ（
職
場
外
研
修
）
を
受
け
ス

キ
ル
や
資
格
を
身
に
つ
け
正
規
雇

用
に
つ
な
げ
ま
す
。

▼
対 

象　

高
校
、
大
学
等
を
卒
業

し
て
概
ね
３
年
以
内
の
未
就
職
者

（
平
成
23
年
９
月
卒
業
見
込
の
未

内
定
者
を
含
む
）

▼
定 

員　

60
人

▼
費 

用　

無
料

▼
申
込
期
限　

８
月
19
日（
金
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
高
崎
セ

ン
タ
ー
高
崎
市
旭
町
34
ー
５
旭
町

ビ
ル
３
Ｆ

　

☎
０
２
７（
３
３
０
）４
５
１
０

　

FAX
０
２
７（
３
３
０
）４
５
２
１

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す

▼
期
間　

７
月
11
日
〜
20
日

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン　
『
無
く
す
事
故

群
馬
の
道
か
ら
わ
が
身
か
ら
』

▼
運
動
の
重
点

・
高
齢
者
の
事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
徹

底
　

運
転
者
は
安
全
運
転
を
励
行
す

る
と
と
も
に
、
歩
行
者
は
反
射
材

等
目
立
つ
物
を
身
に
つ
け
事
故
を

起
こ
さ
な
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
の

ご
案
内

　

商
工
会
は
、従
来
、経
営
指
導
員

が
勤
務
し
、
小
規
模
事
業
者
の
金

融
、
経
営
、
税
務
、
労
働
等
の
基
礎

的
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
高
度

専
門
・
複
雑
化
の
傾
向
に
あ
り
、

会
員
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
民
間
企
業
で
実
戦
経

験
の
あ
る
Ｏ
Ｂ
人
材
を
活
用
し
、

経
営
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

金
融
関
係
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
パ

ソ
コ
ン
の
使
い
方
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
等
相
談
を
受
け
た

い
方
は
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

片
品
村
商
工
会

　

☎（
５
８
）２
０
７
４

「
片
品
村
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
」及
び「
片
品
村
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
店
」
指
定
の
お
知

ら
せ

　

片
品
村
簡
易
水
道
事
業
給
水
条

「後期高齢者医療被保険者証の更新について」
8月1日に「後期高齢者医療保険の保険証」を一斉更新します。
  「後期高齢者医療被保険者証」は、村内に住所を有する75歳以上の
人（75歳未満でも、65歳以上の一定の障害者を含む。）に交付されます。
　保険証には、被保険者番号や氏名等のほか、一部負担金の割合（1割
又は3割）が記載されますが、この割合は、前年の課税所得と収入によっ
て決められます。新しい保険証の有効期間は、本年 8 月 1 日から平成
24 年 7月31日までの 1 年間です。新しい保険証の色は、紫色です。8
月 1日以降受診時には医療機関窓口に提示してください。保険証の交付
は、全戸に配布する後期高齢者医療被保険者証交付日程表をご覧の上、
手続きをしてください。
　[ 更新の際に必要になるもの ]
　旧後期高齢者医療被保険者証・印鑑

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）限度額適用・標準負担額減額認
定証の更新について
　限度額適用・標準負担額減額認定証は、村民税非課税の世帯の場合、
入院の際に医療機関の窓口に提示していただくと、入院時の自己負担上
限額と食事代等の負担額が軽減されます。　現在、交付されている減額
認定証の有効期限は平成 23 年 7月31日までとなっており、引き続き
交付を受けるためには、申請が必要となりますので、保険証交付時及び
保健福祉課窓口で手続きをして下さい。
　[ 申請の際に必要になるもの ]
　後期高齢者医療被保険者証・印鑑

短期被保険者証の交付について
　通常、被保険者証の更新期間は１年間ですが、保険料の滞納状況によ
り通常より有効期間の短い被保険者証（平成 24年 1月31日期限）を
交付する場合があります。
　さらに、特別な理由がないのに納付状況が改善しないときは、医療費
がいったん全額負担になる「資格証明書」を交付することがあります。
　▼問い合わせ先
　片品村役場保健福祉課 ☎（58）2115
　群馬県後期高齢者医療広域連合 ☎027（256）7171

［８月１日に高齢受給者証が更新されます。］
　「高齢受給者証」は、国民健康保険の加入
者で 70 歳以上 75 歳未満の人に交付されま
す。
　高齢受給者証には、記号・番号や氏名のほ
か、一部負担金の割合「１割または３割」が記
載されますが、この割合は、前年の所得によっ
て決められます。　８月以降受診時は、国民健
康保険者証と高齢受給者証を忘れずに医療
機関の窓口に提示して下さい。
［限度額適用・標準負担額減額認定証の申
請について］
　国民健康保険高齢受給者証の対象者で、住
民税非課税世帯に該当する方が入院される
場合「限度額適用・標準負担額減額認定証」
の申請をしていただくと、一ヶ月当たりの自己
負担限度額及び食事代が減額になります。
　この制度を受けるには、役場保健福祉課窓
口で申請をしてください。申請後に認定証を交
付します。
［認定証の有効期限］
平成 23年８月１日～平成 24年７月31日
［用意するもの］
被保険者証・印鑑
《70 歳未満の人は入院前に申請してくださ
い。》
　限度額適用認定証を医療機関に提示する
ことで、入院時の窓口での支払が限度額まで
となります。

▼問い合わせ先
片品村役場保健福祉課国保係
☎（５８）２１１５

国　保　だ　よ　り国
民
年
金
保
険
料
免
除
の
申
請
は
、原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

▼
期
日
（
基
礎
編
）
平
成
23
年
９
月

か
ら
12
月
【
毎
週
火
曜
日　

午
後
１

時
か
ら
４
時
計
14
回
】

（
応
用
編
）
平
成
23
年
12
月
か
ら
平

成
24
年
２
月　

計
10
回

▼
会
場　

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
２
階
２
０
１
会
議
室
他

（
新
前
橋
駅
下
車　

徒
歩
５
分
）

▼
講
習
内
容

①
視
聴
覚
障
害
者
の
現
状
と
福
祉
施

策
等
に
つ
い
て

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

　

一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免
除

（
４
分
の
１
納
付
）、
半
額
免
除
（
半

額
納
付
）、
４
分
の
１
免
除
（
４
分

の
３
納
付
）
が
あ
り
、
所
得
に
応
じ

た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
出

来
ま
す
。

　

た
だ
し
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額

免
除
ま
た
は
４
分
の
１
免
除
が
承
認

さ
れ
た
場
合
に
は
、
残
り
の
保
険
料

を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に

な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
若
年
者
納

付
猶
予
の
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
全
額
免
除
及

び
若
年
者
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、

翌
年
度
以
降
分
も
あ
ら
か
じ
め
申
請

（
継
続
申
請
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
失
業
等
に
よ
る
理
由
を
除
く
）。

　

今
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者

納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て
お
り
継

続
申
請
を
し
て
い
な
い
方
、
一
部
免

除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
方
は
、
６

月
で
承
認
期
限
が
切
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
免
除
を
希
望
す
る
場
合
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
片

品
村
役
場
住
民
課
の
国
民
年
金
係
へ

申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
免
除
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先
は
次
の
と
お
り
で

す
。

渋
川
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
係

☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
０
７

②
点
字
図
書
館
と
奉
仕
活
動

③
点
訳
基
礎
理
論
と
実
際

▼
受
講
人
数　

20
人
（
選
考
）

▼
受
講
資
格

①
視
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と
熱

意
を
有
す
る
方

②
県
内
に
居
住
す
る
方

③
養
成
講
座
の
終
了
後
は
、
点
訳
奉

仕
員
と
し
て
当
館
の
点
訳
資
料
制
作

の
奉
仕
活
動
が
で
き
る
方

④
全
日
程
受
講
可
能
な
方

▼
受
講
料　

１
，
０
５
０
円

▼
講
座
内
容
説
明
会　

希
望
者
は
電

話
連
絡
の
上
、
次
の
日
程
の
い
ず
れ

か
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

７
月
19
・
20
・
26
・
27
日
14
時
〜
15

時
30
分

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー　

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
立
点
字
図
書
館
（
群
馬
社
会

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階
）

☎
０
２
７
（
２
５
５
）
６
５
６
７　

FAX
０
２
７
（
２
８
０
）
４
１
０
３
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例
及
び
片
品
村
下
水
道
条
例
に
よ

り
、
新
た
に
指
定
を
受
け
た
工
事

店
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
工
事
店　

荻
原
設
備
株
式
会
社

▼
住　

所　

高
崎
市
石
原
町

※

給
水
装
置
及
び
下
水
道
排
水
設

備
の
工
事
は
、
片
品
村
の
指
定
を

受
け
た
者
で
な
け
れ
ば
行
う
事
が

で
き
ま
せ
ん
。

群
馬
県
優
良
県
産
品
推
奨
制
度
に

つ
い
て

　

群
馬
県
で
は
、
県
民
の
方
々
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
県
外
か
ら
の

お
客
様
が
県
産
品
を
購
入
さ
れ
る

際
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、
優

良
県
産
品
を
推
奨
す
る
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
優
良
県
産
品
」
制
度
は
、

推
奨
期
間
が
２
年
間
と
な
っ
て
お

り
、
今
回
は
平
成
24
年
４
月
か
ら

26
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
推
奨
す

る
商
品
に
つ
い
て
、
申
請
を
受
付

け
て
審
査
を
い
た
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
県
産
品
は
、
県
内

で
生
産
又
は
主
た
る
加
工
が
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
般
消
費
者

に
販
売
さ
れ
る
加
工
食
品
、
民
・

工
芸
品
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
優
良
県
産
品
と
し
て
認

募
　
　
　
集

定
さ
れ
る
と
群
馬
県
よ
り
「
推
奨

状
」が
授
与
さ
れ
、
県
や
関
係
機
関

な
ど
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　

優
良
県
産
品
の
審
査
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
所
定
申
請
書
に

関
係
書
類
を
添
付
し
て
、
７
月
29

日（
金
）ま
で
に
役
場
む
ら
づ
く
り

観
光
課
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

群
馬
県
観
光

物
産
課（
宣
伝
・
産
物
係
）

☎
０
２
７（
２
２
６
）３
３
８
６

『
が
ん
診
療
推
進
病
院
機
能
強
化

事
業
』講
演
会
開
催

　
『
今
を
生
き
、
明
日
に
生
き
る
』

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

▼
日
時　

平
成
23
年
７
月
23
日

（
土
）午
後
２
時
〜
５
時

▼
会
場　

利
根
沼
田
文
化
会
館

▼
特
別
講
演　
「
が
ん
哲
学
外
来

〜
二
つ
の
法
則
〜
」

　

順
天
堂
大
学
医
学
部
病
理
・
種

瘍
学
教
授　

樋
野　

興
夫
先
生

▼
問
い
合
わ
せ
先　

沼
田
病
院　

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎（
２
５
）７
０
１
７

平
成
23
年
度
商
工
会
職
員
（
特
別

補
助
員
）募
集
案
内

　

群
馬
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、

平
成
23
年
10
月
１
日
及
び
平
成
24

年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
（
特
別

補
助
員
）を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種　

群
馬
県
商
工
会
連
合
会

で
２
年
間
の
研
修
期
間
終
了
後
、

経
営
指
導
員
と
し
て
県
内
商
工
会

へ
勤
務
し
、
中
小
企
業
の
方
々
の

経
営
相
談
・
経
営
支
援
に
従
事

▼
採
用
人
員　

若
干
名

▼
勤
務
地　

群
馬
県
商
工
会
連
合

会（
若
し
く
は
県
内
商
工
会
）

▼
試
験
日
程 　

第
１
次
試
験
（
教

養
試
験
・
専
門
試
験
・
論
文
試
験
） 

平
成
23
年
８
月
28
日（
日
）午
前
９

時
か
ら
午
後
０
時
15
分

▼
会
場　

群
馬
県
商
工
会
連
合
会

（
群
馬
県
商
工
連
会
館
）

▼
受
験
資
格　

平
成
24
年
４
月
１

日
現
在
で
30
歳
以
下
の
方
で
、
高

校
・
短
大
・
大
学
を
卒
業
し
、
試

験
要
領
の
条
件
に
該
当
す
る
方

（
詳
細
は
試
験
要
領
を
参
照
。来
春

大
学
卒
業
見
込
者
も
可
能
で
す
。）

▼
応
募
方
法　

試
験
要
領
は
最
寄

り
の
商
工
会
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
下
記
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

平
成
24
年
８
月
19

日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
・
受
付
場
所

　

群
馬
県
商
工
会
連
合
会
・
総
務

部
総
務
課

☎
０
２
７（
２
３
１
）９
７
７
９

U
RL  http

：//w
w
w
.gcis.or.jp

警
察
官
募
集
の
お
知
ら
せ

▼
受
験
資
格

〇
警
察
官
Ａ（
男
・
女
）第
２
回

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）又
は

こ
れ
と
同
等
と
人
事
委
員
会
が
認

め
る
学
校
を
卒
業
人
、
又
は
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
す
る

見
込
み
の
人
。

〇
警
察
官
Ｂ（
男
・
女
）

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格
学

歴
に
該
当
し
な
い
人
。

▼
試
験
日　

第
１
次
試
験
９
月
18

日（
日
）

▼
申
込
期
間　

７
月
28
日（
木
）〜

８
月
12
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

沼
田
警
察
署　

警
務
課

☎（
２
２
）０
１
１
０

「村に受け入れた人たちのために頂いた災害支援物資」
　この度の東日本大震災で被災された方々の受け入れに対して、村内外からたくさんの支援物資を頂戴
しました。
　皆様の厚意に感謝申し上げますと共に、被災者皆様のために有効に活用させて頂きました。
大変ありがとうございました。

※この他にも匿名によりたくさんの物資を頂いております。（住所・氏名が不明）
※「片品むらんてぃあ」に送られた物資や群馬県を通して被災地へ送った物資については、今回の報告では除いてあ
　ります。
※宅急便等で送られた方の氏名については、カタカナや匿名で表記されています。

「日本赤十字社・共同募金会を通じて行った災害支援義援金」状況報告
　この度の東日本大震災で被災された方々に対して村内外からたくさんの義援金を頂戴しました。
皆様の厚意に感謝申し上げますと共に、日本赤十字社及び共同募金会を通じて被災者の皆様に届けさせ
て頂きます。
　大変ありがとうございました。

※銀行の口座へ振込まれた方の氏名については、一部カタカナで表記されています。

累計４，０３９，９９７円（平成２３年６月１３日現在）

義援金の内訳は下記のとおりです。
※敬称は略させていただきます。 ※敬称は略させていただきます。
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おしらせ

広 報 か た し な        H23 . 715 広 報 か た し な        H23 .7

　
今
年
は
節
電
に
よ
り
扇
風
機
や

エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
よ
う
と

す
る
こ
と
や
猛
暑
と
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
、
特
に
熱
中
症
に
注
意

が
必
要
で
す
。

熱
中
症
と
は

　
高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内

の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
り
、
体
温
調
節
機
能
が
う
ま

く
働
か
な
い
こ
と
に
よ
り
、
体
内

に
熱
が
た
ま
り
、
大
量
に
汗
を
か

き
、
さ
ら
に
は
筋
肉
痛
や
吐
き
気

な
ど
の
症
状
が
現
れ
、
重
症
に
な

る
と
意
識
障
害
な
ど
が
起
こ
り
ま

す
。

　
高
温
多
湿
の
環
境
と
、
体
調
が

良
く
な
い
な
ど
の
個
人
の
体
調
に

よ
る
影
響
と
が
組
み
合
わ
さ
り
、

熱
中
症
の
発
生
が
高
ま
り
ま
す
。

急
に
暑
く
な
っ
た
日
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。ま
た
、屋
外
で
活
動

し
て
い
る
と
き
だ
け
で
な
く
部
屋

に
い
る
だ
け
、
ま
た
は
寝
て
い
る

だ
け
で
も
注
意
が
必
要
で
す
。熱

中
症
の
発
生
は
７
月
か
ら
８
月
が

ピ
ー
ク
で
す
。

熱
中
症
の
予
防
法

　
熱
中
症
の
予
防
に
は
「
水
分
補

給
」と「
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」が

大
切
で
す
。

保 

健 

だ 

よ 

り

命名について

将来は・・・

音の響きや画数を考えてお父
さんが孝紀と名づけました。

兄弟仲良く、健康で思いやり
があり人と人の絆を大切にす
る常識を持った紳士になって
欲しいと思います。

さん井上　光貴
いのうえ　　  みつたか

23 歳

昭和 62 年 7月 9日生（父）　三郎　（母）　千恵子

（鎌田）

３．片品をどう思いますか
自然豊かで、村民の方々が
あたたかく、住みやすい村
で、スポーツも盛んでとて
も良い村だと思います。

１．何処へお勤めですか 
特別養護老人ホーム桜花苑
２．趣味は何ですか
スポーツ・野球・スキー

４．村内のおすすめスポットは
武尊牧場・尾瀬

７．村民の方へメッセージをお願いします
7 年間片品から離れており、片品に帰ってきて、片品の
方々の温かさをあらためて感じました。これからもよろ
しくお願いします。

５．好きな異性のタイプ
気が強くて一緒にいて楽しい子
６．目標があれば教えてください
村民野球で県大会出場　幸せな家庭を作る（その前に彼
女をつくる）

ちゃん孝紀
こうき

平成２２年７月２０日生まれ

（父）吉野　聡（母）真美（土出）のお子さん

Fresh
Young

命名について

将来は・・・

大自然の恵みをやさしく流れ
る清らかな一雫。初めて出
会った日のかわいらしい寝顔
にピッタリの響きなので決め
ました。

健康でやさしく思いやりのある人。色々なことに挑戦
し、ねばり強く頑張り、たくましく育ってほしい。

ちゃん雫
しずく

平成２２年８月１７日生まれ

（父）萩原　崇（母）千春（土出）のお子さん

アナログ放送終了まで、あとわずか !!

アナログテレビのままでは
「地上デジタル放送」を
見ることはできません。

＜＜＜地デジ受信の準備をお急ぎください＞＞＞

０２７－２８０－５２５０
（平日　９：００～２１：００　土・日・祝日　９：００～１８：００）

２０１１年７月２４日正午終了

お問い合わせは
デジサポ群馬へ

地デジ相談は村内各電気
店でお受けしています

梅
沢
電
気
商
会

　
（
５
８
）
７
３
２
１

鎌
田
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス

　
（
５
８
）
２
０
４
７

吉
野
電
機
商
会

　
（
５
８
）
２
０
５
０

東消防署からのお知らせ

 　利根沼田広域消防本部では平成２２年３月か
ら新指令台システムが稼働しています。
　家の電話から１１９番通報すると、ほとんど
の場合が指令台の画面に地図表示されます。
　また、携帯電話で１１９番通報した場合も利
根沼田管内であれば利根沼田広域消防本部の通
信指令室で受信します。さらに、受信時に位置
が表示されない場合でも、通信指令室には色々
な機器があり早期に緊急車両を出動させる事が
可能です。
　しかしながら、現在でも住民の方々からの緊
急通報が東消防署の一般電話にかかってくる事
が多くあります。東消防署で緊急通報を受信し
た場合には、場所の確定やその内容を一旦通信
室に連絡してからの出動となるため早期の緊急
出動に支障が出ることがあります。
　このようなことから、あらためて「火事・救急・
救助」の場合は、局番なしの１１９番に電話し
ていただきますようお知らせいたします。
　なお、尾瀬地区などで衛星電話を使用する場
合は、利根沼田広域消防本部以外の消防本部へ
つながる恐れがあるため、
　通信指令室「☎０２７８（２２）０１１９」
に直接電話してください。

火事、救急、救助は
１１９番に通報してください。

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に

①
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給

②
熱
中
症
に
な
り
に
く
い
室
内
環

境
（
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ

た
温
度
調
整
・
す
だ
れ
や
打
ち
水

な
ど
）

③
体
調
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み

（
こ
ま
め
な
体
温
測
定
、通
気
性
の

良
い
吸
湿
速
乾
衣
服
着
用
、
保
冷

剤
や
冷
た
い
タ
オ
ル
に
よ
る
体
の

冷
却
）

④
外
出
時
の
準
備
（
日
傘
や
帽
子

の
利
用
、こ
ま
め
な
休
憩
）

注
意
し
た
い
こ
と

①
暑
さ
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て

違
う
の
で
自
分
の
体
調
の
変
化
に

気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
高
齢
者
は
暑
さ
に
対
す
る
体
の

調
整
機
能
が
低
下
し
て
い
る
の
で

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。の
ど
の

渇
き
を
感
じ
て
い
な
く
て
も
ま
め

に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
体
温
調
整
が
で
き
に
く
い
子
ど

も
や
高
齢
者
は
特
に
注
意
深
く
見

守
り
ま
し
ょ
う
。

④
節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
熱
中

症
予
防
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。適
度
に
扇
風
機
や

エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小企業の振興を目
的として設立された退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、その労働者
が建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職金を支払うという、いわば業界全体での退職金制度です。
　▼加入できる事業主：建設業を営む方　▼対象となる労働者：建設業の現場で働く人　▼掛金：日額３１０円
★特長
　◎国の制度なので安全、確実、申し込み手続きは簡単です。
　◎経営事項審査で加点評価の対象となります。
　◎掛金の一部を国が助成します。
　◎掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人では必要経費として扱われ、税法上全額非課税となります。
　◎事業主が変わっても退職金は企業間を通して計算されます。

☆建退共から事業主の皆様へのお願い
　・共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に添付して下さい。
　・「建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が、建設業界を引退するときは、忘れずに退職金を請求する
　　よう指導してください。
　　ホームページ「建退共」に制度説明用動画、Q&Aなど建退共制度の知りたい情報が記載されています。ぜひ、
　　アクセスしてご覧下さい !!

※詳しいことは、もよりの建退共群馬支部へお問い合わせ下さい。　☎０２７（２５２）１６６６

検索建退共

知っていますか？建退共制度知っていますか？建退共制度
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